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年
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ロ
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造
の
変
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に
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っ
て
、
社
会
科
教
育
も
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ら
大
き
く
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る
こ
と
が
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め
ら
れ
て
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る
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民
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に
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理
歴
史
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や
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会
科
の
実
践
研
究
の
成
果
を
組
み
込
む

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
教
授
―
学
習
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程
上

の
問
題
点
を
探
ろ
う
と
し
た
研
究
論
文
集
で

あ
る
。

ま
た
本
書
に
は
、
数
十
年
に
及
ぶ
専
修
大
学

教
育
学
会
社
会
科
研
究
会
に
よ
る
教
材
研
究

の
成
果
、
と
く
に
斬
新
な
学
習
指
導
要
領
な

ど
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
お
よ
び
教

育
現
場
の
教
師
に
最
適
の
書
で
あ
る
。
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1

新「現
代社会

」と「幸
福、正

義、公
正」

現代の
諸課題

を考察
・探究

する枠
組み

矢吹
洋

████████████████████　は
じめに

　高等
学校の

新学習
指導要

領が、
2010

（平成
22）年

度から
の先行

実施を
経て、

2013
（平
成 25

）年度
入学
者か
ら本
格的
に実
施さ
れて
いる
。今
回の
改訂
は、

2003
年の
一部
改訂
と異
なり、

約 10
年ご
とに
行わ
れる
通常
の改
訂で
あり、

2003
年改訂

で積み
残した

課題と
その後

の社会
状況の

変化に
対応す

るもの
で

ある。

　中
央教
育審
議会

（以
下、中

教審
とす
る）答

申は、
改訂
の背
景と
して、

グロ
ー

バル化
の進展

、知識
基盤社

会（k
nowl
edge-

based
 soci

ety）、
教育基

本法の
改正な

どを挙
げ、今

回の改
訂がこ

れらの
要因に

対応す
るもの

である
ことを

示した
1）。

この他
、答申

では言
及され

ていな
いが、

学力低
下批判

への対
応も挙

げるこ
と

ができ
る。

　グロ
ーバル

化が進
展し、

異文化
との共

存やグ
ローバ

ル・イ
シュー

の解決
が

必須と
なって

いる。
また知

識基盤
社会の

時代の
到来に

伴い、
そのた

めの人
材

育成
が必
要と
なっ
てい
る。経

済協
力開
発機
構（以

下、O
ECD

とす
る）は

、こ
れ

らの
変化
に対
応す
る能
力と
して
キー・

コン
ピテ
ンシ
ーを
示し
た。O

ECD
が

進め
る学
習到
達度
調査

（Pro
gram

me f
or In

terna
tiona

l Stu
dent 

Asses
smen

t；い
わゆ
る

PISA
調査）

によっ
て、我

が国の
子ども

たちに
は読解

力や活
用力、

学習意
欲が

不足し
ている

ことが
指摘さ

れたた
め、こ

れに対
応する

改革が
進めら

れてい
る。
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